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こども第三の居場所COCO－Z Annual Report 2022

〈2022.10.12 オズの森の入り口にて〉



 という声がちらほら聞こえてきていました。なにかできることはない
だろうか、こどもたちの遊び場を守ってあげられないだろうか…ここー
ず利⽤の敷居を低くし、誰でも⾃由にフラーっと来ることができる時間
を設けることができないだろうか…そんなことから『ほうかごタイム』
を始めました。そもそも⽇本は、⾼度経済成⻑に伴って「三間（時間・
空間・仲間）」が消失していき、⼤⼈の都合で遊び場にできる場所（空
間）が少なくなりました。そのようなこどもたちに、少しでも遊ぶこと
ができる場を提供することが、現在の⼤⼈世代の役割なのではないかと
感じています。その役割をCOCO－Zが担うことで、こどもたちの遊び
場を保障することにつながるでしょう。そしてなにより、こどもがこど
もらしくい続けることができる地域社会になることで、こどもたちの⼼
の安定につながり、将来社会へ出るためのへの基盤づくりにつながって
いくのではないかと思っています。

2022年度のCOCO−ZのBig Newsをお�け�
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みんなのパントリー�動�

ここーずマルシェSTART♪

ここーず��開�⁈

ほうかごタイム�めました

 ⼤津町において地域住⺠同
⼠の⽀えあいをつなげること
やSDGｓのフードロス削減を
⽬的とした「みんなのパント
リー」をこども第三の居場所
COCO-Z（ここーず）に設置
しました。     
 新設にあたり、10⽉に開催し
たここーずマルシェ内で、み
んなのパントリーのお披露⽬
会を開催し、運営を開始しま
した。

 みんなのパントリーは、提供してい
ただいた物資を棚に並べ、受け取りた
い⼈がいつでも⾃由に取りに来れると
いうものです。さらに、今の⾃分に必
要がないものなどは個⼈であっても置
いていくことができ、置いていったも
のが他の⼈の役に⽴つこともあると思
います。
 このように、棚を通して誰かとつな
がっている実感を持てることで、地域
の中で⽣活することへの安⼼感が⽣ま
れると考えております。そして、みん
なのパントリーを通して、⾏き場のな
い⾷品等を抱えて困っている⼈と受け
取りたい⼈などを繋げることで、昨今
の課題とされているフードロスを削減
することの⼀助につながり、環境に配
慮した⽣活につなげていくことができ
ればと考えております。ぜひ、お気軽
にご利⽤ください。

『COCO－Zを知ってもら
いたい』、『COCO-Zを地
域の⼈たちの誰でも集える
居場所にしたい』とポロっ
と出たスタッフの想いを形
にしたイベント ここーずマ
ルシェ の開催を始めまし
た。
 ここーずマルシェを開催
するまでは、地域の⼈たち
が気軽に⼊ってこれるよう
なイベントは開催できてお
らず、COCO-Zの認知度っ
てないよね…なんて話をし

ていたときもありました。そんなときに、マルシェという形のイベント
をすると、どんな⼈でも気軽に⼊ってきやすいんじゃないかなどとアイ
デアが出て、じゃあ、実際にマルシェを開催してみようか！という流れ
に。マルシェを開催すること⾃体初めてだったため、このCOCO－Zが
ある⼤津町引⽔地区の⽅たちにとってどのような内容が需要があるの
か…などから話始めました。いろいろな出店者様へ出店の打診をし、承
諾をいただき、チラシを作製し、歩いてポスティングをし…と準備を進
め、迎えることができた当⽇。たくさんの⽅にご来場いただき、第1回
ここーずマルシェ(2022.7.16)は⼤盛況となりました。また、2022年10
⽉22⽇（⼟）に第2回ここーずマルシェも開催することができ、こちら
もこどもたちをはじめ、近所にお住いの⽅だけではなく、幅広い年齢層
の⽅に、そして様々な地域にお住いの⽅々にご来場いただき、賑わいま
した。また、第1回、第2回それぞれ出店くださいました皆様、そしてご
来場くださいました皆様、ありがとうございました。今後も3カ⽉程度
に1度の頻度で開催予定ですので、ぜひご来場ください♪

5 ⽇�財団�より��⾞を�援していただきました

 こどもたちに様々な体験を提供し内⾯を豊かにしたい、というここー
ず開設当初からの想いを形にしたイベント、ここーず楽校を開校しまし
た。コンセプトは、ʻʻいつもはできないようなことが⼤⼈もこどもも
体験できる⽇。がっこうだけど、「学校」じゃない⁈ʻʻ。⽇ごろなか
なか体験できないことを、体験できるイベントです。2022年は6⽉と9
⽉に、2回開催し、たくさんの⽅にご参加いただきました。
第1回：2022年6⽉18⽇（⼟）
・『あげパン作り』体験 スタッフみさ
っちの友⼈・パン屋の元店⻑ 岩崎百花
さんによるあげパン作り。総勢21名の
⽅が体験に参加しました。家でパン作
りをしたことはあっても、その道の⼈
から教えてもらって作ったあげパン
は、「なんでこんなにおいしくなる
の⁈」という声が出るほどのものらし
く、みんなでおいしい〜！！と声をあ
げながら味わっていました。

・『バスボム作り』体験 moi comodoの掃本
由⾹さんによるバスボム作り。バスボム作りの
み⾶び⼊り参加もOKだったため、総勢26名の
⽅が体験に参加しました。いつもは買ってお⾵
呂で楽しんでいたものが、簡単に作れるなん
て！！と驚きの声も…スプーンを使って押して
固める場⾯では、⼒が⾜りず、保護者の⽅にお
願いして⼀緒に押している場⾯も。みんなでコ
ミュニケーションをとりながら、時には掃本さ
んと会話をしながら作業している様⼦は、⽇常
では⾒ることができなかったこどもたちの姿だ
ったので、スタッフもあんな⼀⾯があるんだ
ね、と感⼼しながら⾒ていました。

第２回：2022年9⽉17⽇（⼟）
・『タイダイ染め』体験 sipini 盛⼭真奈美さ
んによるタイダイ染め体験、16組36名の⽅が
参加。タイダイ染めとは「絞って（tie）、染め
る（dye）」ことが由来。その名の通りに、盛
⼭さんが⼿話で教えてくださったり、盛⼭さん
の息⼦さんでありスタッフでもあるいつき君が
きれいにぐるぐる巻く⽅法を教えてサポートし
てくれたり…みんなでコミュニケーションをと
りながら、それぞれが思い思いに絞って染めて
いました。ここーず楽校では、染める⼯程まで
でしたが、家に帰って洗濯をして、実際に染め
たTシャツを着て遊びに来てくれるなんてこと
も。「タイダイ染めに失敗はない」という盛⼭
さんの⾔葉の通り、個性あふれる作品が出来上
がりました。

外で遊びたいけど公園に⾏くほどで
もない…けど家の前だと⾞通りが多
くて⼼配。遊びたいけど、⼀緒に遊
ぶ こ と が で き る ⼦ が 近 く に い な
い…。何かあると怖いから、⼤⼈の
⽬があるところで遊んでほしい

 ⽇本財団様より送迎
⾞を⽀援していただき
ました。
 ⽇ごろのこどもたち
の送迎やお出かけなど
で使⽤していきます。

News

⾞の両側⾯は、よく⾒るとイラストが描かれていますが、なんと全部しり
とりでつながっているんです…！ぜひ挑戦してみてください（意外と難し
いです…笑）。



 

 

2022年9⽉、こども第三の居場所COCO－Zは開所1周年を迎えました。

開設当時は、1⽇の利⽤者数も1⼈か2⼈、もしくは０⼈なんてことも…

 

そこから、親御さんやこどもたち同⼠の会話の中での⼝コミで、1⼈、また1⼈…と

こどもたちが増え、現在では1⽇約20⼈のこどもたちが思い思いに過ごしています。

 

「COCO－Zって不登校の⼦が⾏くところなんでしょ？」

そう尋ねられることがあります。実際、朝や昼に利⽤する⼦の多くは、

学校以外の居場所を求めてやってくる⼦が多いので、そういう状況にある⼦が利⽤しているのは事実です。

ですが、「不登校の⼦のための居場所です」とわざと書いていないことにも理由があります。

「不登校だからそこに⾏く」のではなく、その⼦の状況にとらわれず、

ただ「ここに来たいから」そう思って来てほしい。

そして、COCO－Zのことをあまり知らない外からやってきた⼈たちに、

不登校だからとマイナスなイメージで⾒られてほしくない、

そのようなイメージで括られることなく、

ただ⽬の前にいる『⼈』『こども』として接してほしい。

そう思っているんです。

 

これは、不登校に限らず、家庭内での悩みを抱えていたり、友⼈関係での悩みを抱えていたり…

なかなか⼈には⾔い出しづらいことを抱えている⼈たち、

このCOCO－Zを利⽤する全ての⼈に対しての、共通する私たちの願いです。

（多分、みんな何かしら悩みを抱えているのかなって思っています。）

 

そんな様々な状況にあるこどもたちが、いろんな⼈たちとコミュニケ―ションをとりながら

いろんな体験を通して、少しずつ経験として蓄積されていき、将来社会に出るときの基盤になるといいなと思い、

「あそぶ」「まなぶ」「体験する」「⾷べる」の4つの機会を提供していくことになりました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のココれぽでは、それぞれ4つの内容ごとに、2022年度を振り返っていきます。

 

01 [あそぶ] Spend time / Play

02 [まなぶ] Learn

03 [体�する] Experience

04 [�べる] Eat



01 [あそぶ] Spend time / Play
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COCO−Zの俯瞰図

声

とりゃっ
ふたりとも

がんばれ〜

この影
何だと思う？

  COCO-Z に 遊 び に 来 る ⼦ た ち が 増
え、遊びも多様になってきました。こ
こ で は 、 遊 ぶ と ⾔ っ て も 「 spend
time」（その時間を過ごす）「play」
（遊ぶ）2つの意味合いを持たせていま
す。その意味の通り、ただ思うがまま
に過ごしていいし、遊びたいときは思
いっきり遊んでいいんです。そのた
め、ここには決まったプログラムはあ
りません。⼤⼈になってからはなかな
かできない、こどもだからこその仕事
である「遊び」を今のこども時代に思
う存分楽しんでほしいと思っていま
す。ですが、こどもたちの「遊び」の
レパートリーが少ないことに少し寂し
くなりました。スタッフが⼩学⽣の時
は、公園でボール遊びをしても、⽊登
りをしても、ひみつきちをつくっても
何も⾔われませんでしたが、現在では
公園によってルールがあったり、

真剣勝負っ�

�
�
�
�
�
�
�
♪

外で⾷べるごはんは
いつもよりおいしく感じるね！

2022年度�延べ利⽤者数

2770 人

いろんな事情で遊びが
制限されてきています。

「普段何で遊んでるの？」
と聞くとゲームやおもちゃ

など道具がある遊びばかり。
物がなくてもできる遊び、

あるものから発展させていく遊び
などをどんどん知っていってほしいなと
思っています。前は「氷⻤がしたい」と
だけを⾔っていた⼦も、いろんな⼈たち
と遊んでいく中で、今では様々な遊びを
提案できるようになったり、オリジナル
の遊びをつくったりするようになりまし
た。ここーずは、住んでる地域も年齢も
バラバラな⼦が遊びに来るので、⻤ごっ
こをしていると次々と「⼊れてー」と仲
間に⼊って来ます。もちろん中には、初
めましての⼦や名前を知らない⼦もいま
すが、みんなでワイワイしながら遊んで
います。この光景を⾒て、「あそぶ」こ
とが⼈間関係づくりのきっかけにとても
⼤切なことだと気づかされました。
 2022年度のCOCO-Zではいろんな遊
びのブームがありました。「あいうえお
レ ー ス 」 「 ⼈ ⽣ ゲ ー ム 」 「 お に ご っ
こ」・・・たくさん笑って、時々けんか
して、また仲直りして、⽇常の⼤半を遊
びで過ごしてきたように思います。いつ
のまにか「また（⼀緒に）ね」が⾔える
関 係 性 が ⽣ ま れ る の も 遊 び 、 そ し て
COCO－Zの魅⼒だと感じました。

法⼈事務所COCO−Z

⼊
⼝

キッチン

息⼦は不登校になってからひきこもりがち
で⾃傷⾏為もひどく何しても楽しくない や
る気がでない状態でしたが coco-zを利⽤す
るうちに他校のお友達が できたり、スタッ
フさん達とも毎回楽しく 過ごすようになり
だんだん精神状態も 落ちつき⾷欲も出て、
ありのままで元気な 姿になってくれて嬉し
く思ってます。 息⼦にとってcoco-zは安⼼
安全な場所で 楽しい所だと⾔ってます。 こ
れからもずっと⾏きたいなと いつも⾔って
ます。 まりりん

最近のおもちゃはいろんな種類が増えてきて、ここーずに遊びにくる⼦もお
もちゃを使って遊んでいます。だけど、遊びたいおもちゃがない時、こども
たちからは「なんかあそぶことないー？」と声が聞こえてきます。こんな時
は、私たち⼤⼈の出番！段ボールを使ってぶんぶんコマづくりなど⾝近にあ
るものを代⽤しておもちゃを作ったり、カードゲームのルールを発展させて
同じカードゲームでも新しい遊び⽅でやってみたり…などなど、いろんなも
のを変⾝させて遊びのレパートリーをどんどん増やしていきます。そんなこ
とを繰り返していくうちに、⾃分たちで考えて、新しい遊び
が⽣まれるようになりました!2022年度は、おにごっこを
発展させて「プーさんおにごっこ」が⽣まれ、ここーず
ブームになりました（逃げる⼈は、蜂になって「ブーン」
と⾔いながら逃げる。⻤は「蜂蜜たべたいなあ」と⾔い
ながら追いかける）。1つの道具で何通りもの遊び⽅をす
ることができる、いつも捨てていたものがおもちゃに
なる、いろんなものの⾒⽅をして「あそびの輪」「な
かまの輪」が広がっていくといいなと願っています。

『どんなものでも�び��に⼤���』



声
年齢もさまざまなお友達がいる中で、⾃分
の感情をコントロールして、相⼿のことを
思う気持ちが育って来たように思います。

ある⽇、⼥の⼦から「おかっちは⼥⼦の気持ちがわかっとらん！髪
型とか服とか変わっとったら気づいて褒めてあげなんとばい！」と
⾔われたことがあります。これは私⾃⾝がCOCO-Zで得た⼀番⼤き
な学びです。COCO-Zではこのような「他⼈との関わり合いの中で
の学び」が多いように感じます。というのも特⾊として「お互いに
共通する属性が少ない」ことがあります。COCO-Zに
関わっている⼈は⼩学⽣〜社会⼈と年齢の幅が広く、
同じ学年でも学校や境遇、趣味や流⾏など全く違
います。しかしながらそういった”違い"も⼤切
にしつつCOCO-Zで楽しみたい⼈も、静かに過
ごしたい⼈も、遊びたい⼈も、勉強したい⼈も
「⾃分とは違う考え⽅を持った⼈とどうやった
ら”うまく”居場所を共有できるのか」を、
考えて学んでを⽇々繰り返しているような気がします。

おかっち

らえるようにしたり、最終判断は⾃
分で決められるようにしたりしてい
ます。⾊々な選択肢を⼤⼈がこども
たちに種としてまいてあげて、その
種が「あの時あの⼈がこんなこと⾔
ってたな。これでやってみようか
な」といつの⽇か芽として「まな
び」になるといいなと願っていま
す。スタッフや⼤⼈の声掛けより
も、こども同⼠で教え合い・考える
⽅が、⼤きなまなびになることの⽅
がたくさんあると思うので、⾃分た
ちで話し合える時間を⼤切にしてあ
げたいとかんがえています。そし
て、できるようになった⼦が次の⼦
に教えていくような、⾃信もつけな
がらまなびの連鎖が⽣まれていくと
いいなと思います。

02 [まなぶ] Learn

ここーずは、「⾃分のことは⾃分で
する」が基本です。ゴミはゴミ箱
へ、遊んだおもちゃは⽚づけてから
次の遊びへなどなど、当たり前と思
うかもしれないことも、習慣になる
までは時間がかかります。ここーず
に来始めた時は、⽚づけが苦⼿だっ
た⼦も今では何も⾔わずに⽚づけが
できるようになり、さらに⽚づけし
忘れている⼦に声をかけ教えてあげ
るようになった⼦もいます。他の⼈
との関わり⽅もどんどん成⻑中のこ
どもたち。ここーずに遊びに来る⼦
は、⾃分の気持ちを⾔葉にすること
に苦⼿意識があり、溜め込んでしま
う⼦が多いのかなと感じました。相
⼿と意⾒が違ったり、思い通りにい
かなくなった時、まずはこどもたち
⾃⾝で考えます。それでも困ってい
る時、ここーずスタッフは、こども
たちが⾃分で考えて⾔葉などで答え
られるような⾔葉かけをしていま
す。また、「私はこう思う」など個
⼈としての意⾒を伝え、１⼈１⼈い
ろんな考えがあることを気付いても

放課後やってくるこどもたちが宿題
をやっています。字は殴り書き、隣
の⼦の答えを丸写し・・・。「それ
でいいのかな？」と投げかけしま
す。どう考え⾏動するか、その結果
どうなるかは本⼈次第。それも「学
び」かなと思います。 社会⽣活をし
ていく上でベースとなる、いわゆる
「読み書きそろばん」（古い⾔い回
しですね）の習熟を、出来る限り全
てのこどもが⾝につけてくれたらと
願っています。困難さを抱えている
⼦には寄り添いたいと考えていま
す。 失敗から学ぶことで進歩があり
ます。過ちを受容できる空間の中
で、成⻑を喜び合える居場所であり
たい。こどもたちとの関りの中で私
たちが学んだことのひとつです。

��地よく�ごすために 「まなぶ」ということ

『�いを知る。そしてまなびへ。』



声
⾃分⾃⾝が、そう体感したからこそ、COCO-Zに来る⼦たちにもた
くさんの体験をしてほしいと思っています。でも、お⾦がかかるか
ら…と体験することを諦めなければならない事態にならないよう
に、通常（COCO-Z以外で）開催される体験教室より
もお⼿軽に参加していただけるよう、講師の⽅に
ご相談しながら、そして助成⾦等で参加費の補助
をしながら、開催しています。イベントを開催
するために⼤切にしていることは、「⾃分⾃⾝
も楽しいと思えるか」です。今後のイベントは
、みなさんの要望を取り⼊れながらワクワク
するイベントを企画していきたいです♪

『⾃�⾃�の��で得た体�は、

   ⾃�⾃�の��となり、

        価��を�げてくれる』

ここーず楽 校
がっこう

オズの森

03 [体�する] Experience

・毎⽉親⼦で次は何かなと 楽しみにしてま
す。 毎⽉⼦どもたちにとっていい思い出と
⾊んな経験が出来てとてもいいなと思って
ます。

・オズの森遠⾜、タイダイ染め体験、こど
もマルシェなど、⽇頃経験できない事を体
験させて頂き楽しかったです。

みさっち

COCO－Zにくる⼦たちは、なにをするにも「○○したいんだけど、どうしたらいい？」と聞いて、答えを聞いて
から⾏動していることが多いような気がしました。何事にもチャレンジできる環境があっても、その⽬的を達成す
るために「どうすればいいのか」を考えた経験がないと、その状況に応じてどう⾏動するのが最適かを考え⾏動す
ることができないのかなと感じました。そのため、ここできっかけを作り、そこに⼦ども⾃⾝が興味をもち、その
⽬的を達成するためにどうすればいいのかを考えることができるよう、様々な機会を作ってみました。そして実際
に挑戦するときは⾃分の⼒を信じて、とりあえずやってみる。やってみて難しいと感じたり、できないなと思った
りしたら、できるようになる⽅法を考えてみる。そして、成功も失敗も経験して、その過程で⽣まれてくるいろん
な感情を知ってもらいたい。この体験を何度も何度も体験していくことで、経験として蓄積されていき、少しずつ
こどもたちは成⻑していくのかなと考えています。



声

みんなのパントリー

2022年度�地域⾷堂�
延べ利⽤者数

517 人/ 11回

2022年度�こども⾷堂�
延べ利⽤者数

209 人/ 9回

Amazon
「みんなで応援」

プログラムの
欲しいものリスト

はこちら

えぐりん

⽀援物資が届くor受け取りに⾏く

写真を撮ってパントリーに並べます

みんなのパントリーの公式LINEで情報配信！

棚を通して
それぞれを繋ぎます

04 [�べる] Eat

⾃分で配膳して…

使った⾷器は

⾃分で洗います！

作って…

テイクアウトは、持参したタッパーに⼊れて…

みんなで「いただきます�」

COCO-Zでは２つのタイプの⾷堂を運営しました。毎⽉第三⼟曜⽇のラン
チタイムにこどもが1⼈でも気軽に⽴ち寄れる「こども⾷堂」と、毎⽉第
⼀⾦曜⽇の夜にご家族⼀緒に集っていただける「地域⾷堂」です。ここに
来ると⾃然と誰かとつながることができる場所になれたらいいなとの想い
を込めて取り組んできました。 野菜を⾷べず嫌いだった⼦がみんなと⼀緒
に⾷卓を囲むことでチャレンジし、⾷べてみたら美味しかったと⾔ってく
れたり、親同⼠の世間話で⼦育てについて語り合われたり、参加された皆
さんそれぞれの楽しみを⾒つけてくださっています。野菜を提供してくだ
さった農家の⽅からはこれまで廃棄していた野菜が活⽤され喜んでもらえ
ると「作って良かった。また頑張ろう。」と思いますと⾔っていただきま
した。 ⾷を通じて地域の輪がつながり広がっていくこと、⼼と体の栄養が
みたされていくことを実感するとともに、これからも実直に活動を継続さ
せていきたいと考えています。地域⾷堂を利⽤したい⽅が増え、予約も1
時間で終了するようになりました。⼈員・調理場所問題もあり、⼤幅に定
員数を増やすのも難しいので、今後は予約⽅法の仕⽅を⼯夫するなどして
いろんな⽅に利⽤していただけるようにしていきたいと考えています。

・⼦供もいつもと違った形態に興味を持ち、
苦⼿な物にもとりあえず挑戦してくれまし
た。

・家庭では作った事がないメニューや家庭
では好き嫌いで⾷べないものも、地域⾷堂
では⾷べてくれるので、楽しみに利⽤させ
ていただきました。落ち着いて⼀緒にご飯
を⾷べる機会があり、ありがたかったで
す。

『「�べる」ことは「⽣きる」こと』

⾷事には２つの役割があると⾔われています。ひとつは栄養を摂取
することで健康を維持する役割。もうひとつは美味しく楽しく⾷べ
ることで⼼の満⾜感やコミュニケーションの形成が育まれるという
役割です。様々な⽣活環境の中、命の素となる栄養が
⼗分に満たされていないこどもがいます。コロナ禍
による黙⾷やソーシャルディスタンス等による
閉塞感で、⾷卓から感情が失われつつある状況
もあります。 「⾷べる」ことは「⽣きる」こと。
⼤切な営みが笑顔で続いていけますように。

この活動に
⽀援したい⼈

⾷材などが余って
困っている⼈

今の⾃分には
必要ないけど

処分に困っている⼈

受け取りたい⼈

☆熊本県⼦ども⾷堂ネットワーク加盟
☆Stock Base登録団体
☆おてらおやつクラブ登録団体
☆Amazon「みんなで応援」プログラム登録団体

皆様のご⽀援のおかげでたくさんの⽅に利⽤して
いただくことができました。ありがとうございます。

引き続きご⽀援の程宜しくお願いいたします。

⽣活⽤品や⾷料品を常備している棚です。利⽤料無料で、気軽に取りに来ることができます。不要になったもの・
余っているもの等の持ち込みも受け付けており、『もったいない』を『ありがとう』へと繋いでいきます。

【物資が届くと…】【仕組み】



NEXT�

「��する」という�択

ができる��を�える

⽇頃はなかなか⾔えないことを書け
るよう、朝・昼利⽤している⼦を対
象にこどもアンケートを⾏いまし
た。その中に、「勉強をしたい」と
書いた⼦が数⼈おり、学習すること
ができる環境を整えてあげることが
必要不可⽋だなと感じました。その
ために、まずはいつでも取り組むこ
とができるよう各学年の教材を準備
し、学習をサポートするボランティ
アの募集も積極的に⾏っていきたい
と考えています。

こどもたちと「�かに

�ごせる場�」を作る
ほうかごタイムを始めて、利⽤する
こどもたちが増えて⾃由に過ごすこ
とができる空間が少なくなってきま
した。そんな中でも、静かな場所を
求めてくる⼦も少なくはありませ
ん。これから、収納として使⽤して
いたロフトスペースをこどもたちが
使える空間になるよう、安全対策⽤
の⼿すり設置のための⼯事費等を⼯
⾯するためにクラウドファンディン
グに挑戦します。そして、利⽤のル
ールをこどもたち含めてみんなで話
し合い、誰もが「静かにできる場
所」を作ります。

コロナ�を乗り�えて

再度挑戦する「体�」
2022年度、県外に⽇帰り旅⾏に⾏く
計画を⽴てていましたが、コロナウ
イルスの影響で⾏くことができませ
んでした。今年こそは!!と考えてい
ますが、今年は、⾏先やそこに⾏く
までの公共交通機関はなにを使うの
かなど、こどもたち⾃⾝に決めても
らおうと考えています。そして、
『何よりもそこにかかるお⾦をどう
するのか』をこどもたちと考えなが
ら実現に向けて頑張っていきたいな
と考えています。

CHALLENGES

��・�� 挑戦できる��

�もが
��地よく
�ごせる��

��な

�間��

地域の�点

であり�ける

COCO−Zで保�し�けたい５項⽬

COCO－Zでは、保障し続けたい５項⽬として、
「安⼼・安全」「挑戦できる環境」「誰もが居
⼼地よく過ごせる環境」「多様な⼈間関係」
「地域の拠点であり続ける」を挙げています。
それぞれが保障され続けることで、こどもたち
が安⼼して過ごしていく中で、地域の中で守ら
れながら⼤きくなっていき、たくさんの体験を
通して経験を蓄えていくことができるのではな
いかと感じています。そして、この５つを保障
し続けていくことで、法⼈の理念である『⼦ど
もが⼤切にされている実感を持てる社会の実
現』に近づいていくのではないかと考えていま
す。そのために、2023年度は以下のことに取り
組んでいきます。



�付する

NPO�員になる

ふるさと��で�援する

①好きなサイトから返礼品を選ぶ（熊本在住の⽅には返礼品は届きませんのでご注意ください）

②ご寄付をいただく際、寄付⾦の使い道を「NPO等⽀援分」にする

③それぞれの記⼊欄に「特定⾮営利活動法⼈NPOこどもサポート・みんなのおうち」と記⼊

ANAの
ふるさと��

申込時「その他お問合せ」欄に
「特定⾮営利活動法⼈NPO

こどもサポート・みんなのおうち」
と記⼊してください。

��

ふるさと��

『注⽂確認画⾯の備考』欄に
「特定⾮営利活動法⼈NPO

こどもサポート・みんなのおうち」
と記⼊してください。

ふるさと

チョイス

『申込に関する備考欄』に
「特定⾮営利活動法⼈NPO

こどもサポート・みんなのおうち」
と記⼊してください。

 ご寄付をいただく際、寄附⾦の使い道を「ＮＰＯ等⽀援分」とし、熊本県に登録されているＮＰＯ等の
中から⽀援したい団体を指定いただくと、寄附⾦額の2分の1が指定された団体に交付され、その団体の公
益的な活動に活⽤されます。残りの2分の1は、熊本県が実施するＮＰＯ等⽀援施策に活⽤いたします。
(熊本県HPより)

 

3,000円 5,000円 10,000円
こども・地域⾷堂で30⼈に⾷事
を提供することができます。

体験活動でこどもたち5⼈分の
参加費の半額を補助することが
できます。

こどもたちの学習の教材
を10⼈分揃えることができます。

マンスリーサポーター

になる(���付)
�きな�で�付をする

（単発�付）

クレジットカード決済で クレジットカード決済
・銀⾏振込で

正�員になる 賛助�員になる
弊法⼈の会の⽬的にご賛同いただ
き、活動をご⽀援いただける⽅

弊法⼈の会の⽬的にご賛同いただ
き、法⼈運営活動に参加していた
だける⽅

年��6,000円 年��6,000円

※どちらもクレジットカード決済となります。

寄付はこちら

NPO会員になる
にはこちらから

毎⽉500円〜寄付可能です 3000円〜寄付可能です



https://ouchi.or.jp

cocon_ozu
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